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令和4年度 まちの予算と事業特集

令和４年度会計別予算額

《会計別の内訳》	 	 （増減率）

一般会計	 77億1,500万円	（△5.7）

特別会計	 29億7,748万円	 （5.9）
	 からまつの丘地区
	 　　汚水処理場管理事業	 247万円	 （33.7）
	 訪問看護ステーション	 5,186万円	 （3.4）
	 国民健康保険事業	 13億2,742万円	 （△0.2）
	 後期高齢者医療	 1億6,839万円	 （△0.2）
	 介護保険事業	 14億		901万円	 （12.9）
	 住宅地造成事業	 1,833万円	 （32.3）

企業会計	 44億2,400万円	 （0.4）
	 水道事業	 5億2,886万円	 （△9.0）
	 病院事業	 27億8,356万円	 (3.3）
	 下水道事業	 11億1,158万円	 (△1.7）

合　　　計	 151億1,648万円	（△1.8）

（単位：万円、％）

　令和４年度予算は、第２次
飯綱町総合計画の後期５か年
計画の初年度として、重点目
標である「日本一のりんごの
町へ」、「日本一女性が住み
たくなる町へ」の施策を着実
に進め、すべての町民が“し
あわせを実感するまち”を目
指した予算となっています。

 まちづくりの重点施策
　　　　　　　　　（４項目）
○�夢と希望にあふれるまちづ
くり
○活力あるまちづくり
○�安心して暮らすことができ
るまちづくり
○にぎわいのあるまちづくり

一般会計予算を、約770万円の家計に置き換えるとどうなるの？
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令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
概
要

給与（基本給）
　　（諸手当）

町税、国・県支
出金、地方交付
税など

598万円

預貯金の
取り崩し 繰入金、繰越金 109万円

借　金 町債 63万円
合　計 770万円

食　費 人件費 154万円
電気代・保険料など生活費 物件費、補助費 336万円
医療費など 扶助費 54万円
子どもへ仕送り 繰出金 35万円
車の修繕など 維持修繕費 17万円
貯金など 積立金など 15万円
ローンなど返済 公債費 107万円
家の改築など 普通建設事業費など 52万円

合　計 770万円

支出収入

一般会計予算を、約770万円の家計に置き換えるとどうなるの？みつどん家の家計簿

人件費
15億3,936万円

20.0%

災害復旧事業費
431万円　0.1%

物件費
11億9,940万円

15.5%維持補修費
1億7,431万円

2.3%

補助費等
21億6,039万円

28.0%

国・県支出金
9億1,173万円
11.8%

積立金・予備費
1億5,247万円　2.0%

繰出金
3億5,349万円　4.6%

普通建設
事業費

　5億1,810万円
　6.7%

扶助費
5億4,186万円

7.0%

地方交付税
32億円
41.5%

その他収入
2億6,919万円

3.5%

繰入金
9億7,592万円
12.6%

公債費
10億7,132億万円

13.9%

町債
6億3,008万円

8.2%

譲与税・交付金
3億5,600万円　4.6%

分担金・負担金
1,182万円　0.2%

使用料・手数料
6,314万円　0.8%

財産収入
869万円　0.1%

町税
9億8,842万円
12.8%

　　　寄付金
　　3億円
3.9%

一般会計 歳出予算　77億1500万円 一般会計 歳入予算　77億1500万円 

その他の経費
40億4,005万円

52.4%

義務的経費
31億5,254万円

40.9%

投資的経費
5億2,241万円

6.8%

依存財源
50億9,781万円

66.1%

自主財源
26億1,719万円

33.9%

※端数調整のため、積み上げと合計が一致しない箇所があります。
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◆日本一のりんごの町へ

◆日本一女性が住みたくなる町へ
	　　   

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）17の目標に沿った思いやりのあるまちづくりを行っていきます。

令和４年度予算のポイント
【重点目標】

シードルなどの搾りかすを原料とする合皮（りんごレ
ザー）で、トートバッグなどの新商品を開発し、りん
ごの循環型モデルを推進します。

自分好みの「オーダーメイドりんごジュース」を注文・購入で
きる仕組みづくりなど、りんごの高付加価値化に向けた取り組
みを促進します。

女性が輝き、地域につながる新しい仕事づくりと、交流
の輪を広げます。

令和4年度も長野県立大学と連携し、子育てに関する事業
を実施します。
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■新型コロナウイルス感染症対策としてワクチン接種を推進します。  49,381千円
　接種を希望する町民が、円滑に接種できるよう計画していきます。

                                

■子育て支援施設を中心に、子育て世代活動支援から母子保健事業まできめ細かな施設運営を行います。
 9,867千円
■保育園の情報システム整備を実施します。【新規事業】  7,988千円

■デジタル技術を活用した防災・獣害対策等の実証実験を実施します。 14,250千円
■行政手続きのオンライン化及び行政事務のペーパーレス化を推進します。 18,284千円

クマやイノシシなどの、おりによる捕獲状況や、河川の水位、
雨量、積雪量などを遠隔地でリアルタイムに検知できる、シ
ステムの実証実験を実施します。

児童手当等様々な行政手続きをオンラインでできるよう
になります。

コロナ禍等の緊急時には、保護者とすぐに連絡がとれ
るなど、サービスの向上や業務の効率化を図るためICT
システムを導入します。

子育て支援センターで栄養士による栄養指導

　○夢と希望にあふれるまちづくり
　　　～ふるさと環境を活かした人づくり＝まちづくり～

　○活力あるまちづくり
　　　～新たな産業 ・しごとの創出と地域に根差した産業基盤の継承～



6

■ふるさと納税者に対する町の特産品等のPRや返礼品の拡充を図ります。	 195,000千円

活力（ふる納りんこ゛）

■	移住定住促進を図るため、民間賃貸住宅建設補助や移住定住応援リフォーム補助などを実施します。
	 39,613千円
■	コミュニティバスの運行の一部見直しを行いながら、住民の交通確保と利用者の利便性向上を図りま
す。	 95,369千円

■	道路改良や橋梁等の長寿命化修繕を進めるとともに、冬期除雪の強化のため大型除雪車両の更新を実
施します。	 293,015千円
■	上水道事業の一本化に向けた検討や、下水道事業の統合及び使用料金の見直しなど事業計画の策定を
進めます。	 （上水道・下水道企業会計）

　○安心して暮らすことができるまちづくり
　　　～住み慣れた地域で誰もが安心して暮らせる環境の整備～

移住前後の不安や疑問を話し合う移住者交流会の様子。
（撮影時のみマスクをはずしています）

水道施設の更新、修繕に向けた基金の積立てを行い、町
水道事業の強化を図ります。

土・日・祝日に運行している、牟礼駅と観光地をつなぐｉバス
コネクトが定時定路線として生まれ変わります。

除雪機械の更新や点検、整備を行うことにより、円滑な作業を
実施し事故防止を徹底します。
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■町民ボランティアとの協働による「手作り公園」の整備を実施します。	 11,267千円
■いいづなコネクトEAST（旧三水第二小）の駐車場を整備します。	 44,948千円

■	地域おこし協力隊、集落支援員などの制度を活用し、農業活性化・特産品開発など農業振興を図りま
す。	 （農業振興費）

　　　　

　令和4年度を飯綱町のＤＸ元年と位置付け、デジタル技術により①町民のみなさんが便利さを実感
できる取組、②持続可能な行政運営のための取組、③地域の課題解決と経済活性化のための取組を進
めていきます。町は、町長を本部長にしたＤＸ推進本部の立ち上げ、企画課内へのＤＸ推進室の設置
など推進体制を整え、行政と地域の両面でのＤＸの推進を図ります。
　また、人口増施策については、子育て世代の転入者が多い点から、子育て世帯を対象とした住宅の
建設に着手するなど積極的な取り組みを進め、飯綱町の魅力を町外に広く発信してまいります。
　今後も新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図りながら、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
17の目標に沿った思いやりのあるまちづくり、「しあわせを実感する町」を目
指してまいります。
＊�DX（デジタルトランスフォーメーション）：デジタル技術により既存の枠組みに変革をも
たらし、生活をより良い方向に変化させること。

　○にぎわいのあるまちづくり
　　　～地域コミュニティの再構築と多様な連携・交流による地域活性化～

栄町地区での町民ボランティアによる花壇整備作業
の様子

特産品生産に向け夏秋いちごの苗の定植をする集落支援員

いいづなコネクトの必要な整備を行い町民の健康増進や町内外者
の交流拠点として活性化させていきます。

いいづなりんご学校で参加者と一緒に摘果作業をする地域お
こし協力隊
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　学校給食への町内産食材の更なる活用と地場産有
機農産物を取り入れたオーガニック給食の推進体制
づくりに向けて、学校給食と持続可能な農業のあり
方について考えるシンポジウムを、オンラインで開
催しました。シンポジウムでは、学校給食100％地
場産有機米利用を実現した千葉県いすみ市の職員に
よる講演の他、学校給食地産地消食育コーディネー
タによる飯綱町の取組事例などが報告され、調理員、
生産者、直売所、保護者らが参加
し意見を交わしました。
　地場産有機給食への機運が高ま
るとともに、学校給食を起点とす
る「農と食のまちづくり」に向けた
大きな一歩となりました。

　受験という人生の大きな岐路を迎える中学2年生。
大人でもなく、子どもでもない、14歳という身も心
も揺れ動く人生の過渡期に、これまでの自分を見つ
めながら、これからの生き方に対する決意を固める
「立志式」が行われました。
　これから自分の支えとなる「杖言葉」を一人ひとり
が色紙に書いて発表しました。最
後に、親からの手紙が手渡され、
目を潤ませながら読む姿が見られ
ました。
　社会に興味を持ち、たくさんの
人と交流し、これからの自分を考
えるよい機会になるといいですね。

▲りんごっ子保育園▲南部保育園 ▲さみずっ子保育園

2月25日（金）これからの生き方に対する決意「14歳　 立志式」　 飯綱中学校

2月19日（土）地元の食材を使った学校給食を一緒に考えよう！

3月23日（水）ご卒園おめでとうございます 町内3保育園

◀�子どもたちのために心のこもった手作りの
給食を作っている調理員の皆さんも参加

▲�杖言葉の「誰かの笑顔のために生きる」と
発表する生徒

◀14年間の想いが込められた親からの手紙



9 掲載してある写真データをご希望の方は、企画課へご連絡ください。（但し、ご本人に限ります。）

　町立の各小学校、中学校で卒業式が挙行されました。今年も新型コロナウイルス感染症拡大防止のためマ
スクの着用、参列者を制限した式となりました。
　コロナ禍を乗り越えた卒業生は、今までの思い出を胸に堂々とした姿で卒業証書を受け取りました。友達
と学んだ校舎に別れを告げ、卒業生はこれから新たな一歩を踏み出します。ご卒業おめでとうございます。

3月16日（水） ・ 17日（木）巣立ち 　 牟礼小学校・三水小学校・飯綱中学校

三水小学校

飯綱中学校
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原作・信州いいづな食の風土記（編集／発行・だんどりの会）
漫画・小林浩道
監修・だんどりの会
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か
ら

も
う
一い

っ
ぱ
い杯

飲の

ん
で
け
な

ち
ょ
っ
と

口く
ち

つ
け
る
だ
け
で
も

い
い
ん
だ
ぞ

お　

見み

ろ

今き
ょ
う日

は

い
い
こ
と
あ
る　

茶ち
ゃ
ば
し
ら柱

だ

遅ち
こ
く刻

し
ち
ゃ
う

お
茶ち

ゃ

飲の

ん
で

ね
ー
ぞ

行い

っ
て
き
ま
ー
す

朝あ
さ
ち
ゃ茶

は
三さ

ん
り里

戻も
ど

っ
て

も
飲の

む
も
ん
だ
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※１　こびれ…おやつ

お
茶ち

ゃ

だ
し
は

女お
ん
な
し
ゅ
う

衆
の
仕し

ご
と事

で

い
つ
で
も
お
湯ゆ

が

沸わ

い
て
い
る
よ
う

心こ
こ
ろ

が
け
て
い
ま
し
た

昭し
ょ
う
わ和

三さ
ん
じ
ゅ
う
ご
ね
ん

十
五
年
ご
ろ
に

ポ
ッ
ト
が
出で

る
と

お
茶ち

ゃ

だ
し
が
楽ら

く

に
な
り

ホ
ッ
と
し
た
も
の
で
す

ま
た
酒さ

け
ず好

き
も
並な

み

な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん

え
ー

宴え
ん

た
け
な
わ
の

と
こ
ろ　

え
ー

オ
カ
ン
番ば

ん

さ
ん

こ
っ
ち
五ご

ほ
ん本

！

宴え
ん

は
半な

か

ば
で
ご
ざ
い
や
す

ま
だ

早は

え
ー
ぞ
ー

い
い
か
げ
ん

上じ
ょ
う
ず手

に
飲の

ん
で

く
れ
ね
か
ね

私わ
た
し

た
ち

み
た
い
に
ね

ほ
ん
と

父と
う

ち
ゃ
ん　

ま
た

飲の

ま
れ
ち
ゃ
っ
て
る

春は
る
さ
き先

の
味み

そ噌
仕し

こ込
み
の
時と

き

や

ひ
な
祭ま

つ
り

、
田た

う植
え
の
時と

き

そ
し
て
冬ふ

ゆ

な
か
に
は

甘あ
ま
ざ
け酒

を
つ
く
り
ま
し
た

麹こ
う
じ

に
ぬ
る
ま
湯ゆ

を
加く

わ

え
て
ふ
や
か
し

や
わ
ら
か
く
炊た

い
た
ご
飯は

ん

を
加く

わ

え

一い
っ
ち
ゅ
う
や

昼
夜
こ
た
つ
で
守も

り

を
し
ま
す

い
つ
も
い
つ
も　

ど
う
し
て
こ
ん
な
に

な
る
ま
で
飲の

む
ん
か
ね　

も
ち
米ご

め

を
使つ

か

う
と
甘あ

ま

さ
が
増ま

し

冬ふ
ゆ

の
夜よ

な
べ
仕し

ご
と事

に
飲の

む
甘あ

ま
ざ
け酒

は

か
ら
だ
を
芯し

ん

か
ら
温あ

た
た

め
て
く
れ
ま
し
た
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１年の延期を余儀なくされた町制 15 周年記念特別展『飯綱町の文化財』が令和３（2021）年
９月 26 日（日）～ 11 月 28 日（日）に無事開催されました。旧村時代に指定されてきたものから、
飯綱町誕生後に新たに指定等がなされたものまで、全 33 件の町の文化財が初めて勢ぞろいした
多彩な展示となりました。
来館者の方々に「とくに気になった文化財は？」とお尋ねしたところ、願法寺（古町）の「木
造親鸞聖人像」にもっとも多くの関心が集まりました。荒々しい彫りと厳しさと深みのある造形
に、親鸞聖人の御心に触れるような感慨をもった方が多かったようです。小野遺跡（芋川）から
出土した縄文時代の「注口土器」や希少な和リンゴの「高坂りんご」などにも多くの関心が寄せ
られました。「話には聞いていたが、今回初めて見ることができた」という感想が多く聞かれま
した。歴史ふれあい館で開催した「連続文化財講座（全 14 回）」も好評で、文化財の見どころ
や背景について理解を深めていただくよい機会になりました。
「有形」・「無形」・「史跡」・「天然記念物」など、個性的かつ多様な文化財の数々に触れると、
改めて町の自然・歴史・文化の豊かさが実感されます。特別展開催にあたりご理解とご協力をい
ただいた多くの皆様に、深く感謝を申し上げます。

◆�指定等がなされている町の 33 件の文化財をわかりやすく紹介した特別展図録『飯綱町の文化
財』は、この町を深く知るために最適の手引きです。歴史ふれあい館にまだ在庫があり、ご希
望の方は 1冊 800 円で購入できます。

特別展「飯綱町の文化財」開催!!
町内外の多くの方々にご覧いただきました

開幕式典での峯村町長あいさつ（９月 26日） 特別展会場の様子

第17号
2022.３.31

特
別
展
「
飯
綱
町
の
文
化
財
」
記
念
講
演

第
１
回

　
苔
翁
寺
山
門
―
修
復
成
果
を
ふ
ま
え
て

講
師
：
吉
澤
政
己
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
信
州
伝
統

的
建
造
物
保
存
技
術
研
究
会
理
事
長
）
　

10
月
30
日
（
土
）
苔
翁
寺
本
堂

　参
加
者

35
名
（
飯
綱
町
民
限
定
・
定
員
制
）

苔
翁
寺
本
堂
（
芋
川
）
を
会
場
に
お

借
り
し
て
、
苔
翁
寺
山
門
（
寛
政
10
年

（
１
７
９
８
年
）
建
立
、
町
有
形
文
化
財
）

の
構
造
・
形
式
・
特
徴
に
つ
い
て
講
師
か

ら
詳
し
い
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
北

信
地
方
で
は
長
野
市
善
光
寺
山
門
に
次
い

で
古
い
二
重
門
で
あ
る
こ
と
や
、
高
度
な

大
工
技
術
が
用
い
ら
れ
た
優
れ
た
建
築
で

あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
講
演

の
あ
と
参
加
者
は
、
大
修
理
で
美
し
く
よ

み
が
え
っ
た
山
門
を
見
学
し
、
講
師
の
説

明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

第
２
回

　
縄
文
時
代
の
飯
綱
町

講
師
：
綿
田
弘
実
氏
（
長
野
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
調
査
指
導
員
）

　11
月
７
日

（
日
）
飯
綱
町
民
会
館
ホ
ー
ル

　参
加
者

49
名
（
飯
綱
町
民
限
定
・
定
員
制
）

講
師
は
昭
和
50
年
に
町
有
形
文
化
財

「
注
口
土
器
」
が
出
土
し
た
小
野
遺
跡
（
芋

川
）
の
発
掘
調
査
に
参
加
さ
れ
て
以
来
、

町
域
の
縄
文
時
代
遺
跡
に
関
心
を
寄
せ
続

け
て
お
ら
れ
る
研
究
者
で
す
。
講
演
で
は

飯
綱
町
域
の
縄
文
遺
跡
の
特
色
に
つ
い
て
、

詳
細
な
図
表
や
写
真
を
示
し
な
が
ら
具
体

的
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
丸
山

遺
跡
出
土
縄
文
土
器
」（
高
坂
、
町
有
形

文
化
財
）
は
日
本
縄
文
研
究
史
の
う
え
で

も
注
目
さ
れ
る
文
化
財
で
あ
る
と
紹
介
さ

れ
、
参
加

者
か
ら
は

「
専
門
的

な
お
話
が

た
く
さ
ん

聞
け
て
良

か
っ
た
」

な
ど
の
声

が
あ
り
ま

し
た
。

第
３
回

　
火
山
灰
か
ら
わ
か
る

飯
綱
町
周
辺
の
成
り
立
ち

講
師
：
竹
下
欣
宏
氏
（
信
州
大
学
教
育
学

部
准
教
授
）
　12
月
４
日
（
土
）
飯
綱
町

民
会
館
ホ
ー
ル

　参
加
者
79
名（
定
員
制
）

★
信
州
大
学
出
前
講
座
と
共
催

町
の
中
で
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る
赤

土
（
赤
べ
と
）
は
ど
う
や
っ
て
で
き
た
の

で
し
ょ
う
か
？
火
山
灰
層
と
ロ
ー
ム
層
に

注
目
し
、ま
た
町
天
然
記
念
物
「
舟
石
（
袖

之
山
）」
の
成
因
に
も
触
れ
な
が
ら
、
町

周
辺
の
大
地
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
わ

か
り
や
す
く
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
後
に
は
、
東
高
原
で
行
っ
た
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
会
場
に
持

ち
こ
ん
だ
実
物
の
地
質
標
本
を
見
な
が
ら

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
数
十
万
年

に
も
及
ぶ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
自
然
の
歴
史

に
触
れ
て
、

参
加
者
か
ら

「
町
の
景
色

を
見
る
の
が

楽
し
く
な
り

そ
う
」
と
い

う
感
想
も
あ

り
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ館

長

　富
樫

　
　均

　

令
和
３
年
度
も
前
年
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
は
収
束
せ
ず
、
先
の

見
え
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、

延
期
に
な
っ
て
い
た
町
制
15
周
年
記
念

特
別
展
や
関
連
行
事
等
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

季
節
と
と
も
に
毎
年
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
日
常
の
暮
ら
し
が
、
ど
れ
ほ
ど
大

切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ

れ
る
日
々
で
す
。
た
と
え
ば
、
各
地
区

で
行
わ
れ
て
き
た
秋
祭
り
の
神
楽
の
奉

納
な
ど
も
、
２
シ
ー
ズ
ン
も
中
止
が
続

く
と
技
術
の
伝
承
等
の
支
障
に
な
り
は

し
な
い
か
、
ひ
い
て
は
地
区
住
民
の
世

代
間
の
結
び
つ
き
に
じ
わ
じ
わ
と
悪
い

影
響
が
あ
る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
状
況
下
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、

今
で
き
る
最
善
の
こ
と
を
、
心
を
込
め

て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
細

心
の
注
意
を
し
な
が
ら
、
各
種
行
事
の

開
催
と
町
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
の
情

報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

苔翁寺山門見学の様子

丸山遺跡出土土器の解説

ボーリングコアのはぎとり標本を
もとに地層を観察している様子
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令和 4 年度　いいづな歴史ふれあい館 特別展
『（仮）飯綱町と水の恵み』

会期：2022（令和４）年 9月 23 日（金）～ 11月 27 日（日）
会場：いいづな歴史ふれあい館　2階企画展示室「創起庵」他
飯綱町には三水地区の三用水（芋川用水、倉井用水、普光寺用水）をはじめ、先人が苦労を重ねて築き
上げてきた多くの用水や堰（せぎ）があります。また、町の上水道の源となっている地下水や沢水などは
どこからどのように来ているのでしょうか。
令和 4年度の特別展では、私たちの暮らしや産業・歴史・文化を支える水の恵みにスポットをあて、こ
の町の過去・現在・未来を考えます。また、関連行事として記念講演会や現地見学会等も予定しています。
詳細については順次町の広報やホームページ等でお知らせしていきます。
新型コロナウイルスへの警戒もまだ続きそうな状況下ですが、どうぞお楽しみに！

新刊紹介「いいづな歴史ふれあい館紀要第 9号～飯綱町の自然・歴史・文化～」
2022 年 3 月刊

＜目次＞
・富樫　均・中村芳人………「飯綱町の文化財の特質と課題―特別展からの逆照射―」
・早津賢二……………………「飯縄火山研究の現状と課題」
・竹下欣宏……………………「火山灰層とローム層から見た飯綱町周辺の大地の生い立ち」
・綿田弘実……………………「縄文時代の飯綱町―丸山遺跡・小野遺跡・明専寺遺跡・茶麿山遺跡を中心に―」
◆�今号には前ページに紹介した第２回、第３回の記念講演会をもとにした寄稿や、飯縄火山の研究、『飯
綱町の文化財』展の報告等、町に関わる最新の論考が掲載されています。当館窓口にて販売価格1,000
円で取り扱っており、バックナンバーもあります。公民館図書室・飯綱中学校図書館では閲覧、貸
出しも可能です。ぜひご覧ください。

予告！

町ホームページの当館
情報はこちらからご覧
いただけます。

倉井用水と水神祠

いいづな歴史ふれあい館
星空お出かけ情報

令和４年度天体観望会予定表
【季節の星空観望会】
毎月第２・第４土曜日（12～３月第２土曜日を除く）は天体観測室を公開しての星空観望会開催日です。

お気軽におでかけください。

４月９日（土）・23日（土）　　５月14日（土）・28日（土）

６月11日（土）・25日（土）　　７月９日（土）・23日（土）

８月13日（土）・27日（土）　　９月10日（土）・24日（土）

10月８日（土）・22日（土）　　11月12日（土）・26日（土）

３月25日（土）

★★

☆開催時間／19：30～ 21：00（５～７月）

　　　　　　19：00～ 20：30（上記以外の期間）

☆入場無料

☆35cm反射望遠鏡をはじめ10cm望遠鏡、双眼鏡などで季節の星空を楽しめます。

☆曇天・雨天の場合は中止します。

【特別観望会】

５月４日（水祝）・５日（木祝）

　　　　　　　　　10：00～ 13：00　太陽を見よう（一般は入館料が必要、飯綱町民無料）　

11月８日（火）　　18：00～ 20：00　皆既月食を見よう（無料）

おことわり
☆�当面の間、観望会は新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を徹底して、事前予約の定員制で開催

する予定です。ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。予約方法・募集定員な

どの条件は町広報紙、ホームページなどでお知らせします。

☆�今後の感染症の拡大状況により、日程などが変わる場合があります。

2020年10月27日の月面
（当館の望遠鏡で撮影）

〒 389-1211　長野県上水内郡飯綱町牟礼 1188 －１　電話 026（253）6646　FAX 026（253）6649
HP アドレス：https://www.town.iizuna.nagano.jp（飯綱町ホームページ）

Eメール：rekifure@town.iizuna.nagano.jp
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INFORMATION

副町長就任のお知らせ
池内 武久 （いけうち たけひさ）
　長野県からの派遣が終了となり令和4年3月30日付けで副町長を退任後、町議会の同意
をもって改めて副町長に就任いたしました。任期は、令和4年4月1日から令和8年3月31
日までの4年間です。

御開帳期間中は善光寺周辺が大変混雑いたします。
善光寺御開帳へ行かれる際は、渋滞のない「しなの鉄道」をご利用ください。

詳しい時刻表はしなの鉄道ホームページからご確認ください。
https://www.shinanorailway.co.jp

善光寺御開帳は「しな鉄」で行こう!!

黒岩  央 （くろいわ ひろ）
〈抱�負〉�少しでも早く飯綱町のこ
とを学び、町民の皆さまのお
役に立てるよう頑張ります。

池田  尋菜 （いけだ ひろな）
〈抱�負〉�子どもたちと様々な発見
をし、全力で遊び、子どもた
ちと共に「楽しい」と感じる
日々にしていきたいです。

〈所属〉�建設水道課　維持管理係
〈趣味〉�キャンプ、スノーボード
〈特技〉�料理

〈所属〉�さみずっ子保育園
〈趣味〉�〈特技〉�ソフトテニス

〈所属〉�住民環境課　国保年金係
〈趣味〉�旅行、テニス
〈特技〉�工作

〈所属〉�南部保育園
〈趣味〉�カフェめぐり、ガチャガチャ集め
〈特技〉�テニス

長瀬  亮 （ながせ りょう）
〈抱�負〉�飯綱町に移住して間もな
いため、早く町のことを知り、
町民の皆さまのお役に立てる
よう頑張りたいです。

龍野  千花 （たつの ちはな）
〈抱�負〉�一人ひとりの心に寄り添
うことを大切に、外でのびの
びと遊び、豊かな自然を五感
で感じることのできる子ども
を育みたいです。

令和4年度新規採用職員の紹介
　本年4月から新たに採用された4名の職員を紹介します。
　それぞれの抱負を胸に、飯綱町のために精いっぱい頑張っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

古間 発 8:02 8:53 9:21

※一部列車のみ記載
※　　　印の列車は土曜・休日は運休

10:56

9:23 9:52 11:26

9:13 9:43 11:17

9:17 9:47 11:21

9:00 9:28 11:03

9:09 9:38 11:12

発

発

発

発

着

8:09

8:17

8:23

8:27

8:32

牟礼

豊野

三才

北長野

長野

9:16 10:518:48

妙高高原

黒姫

7:48発

発 7:57

2022年3月12日改正

8:39 9:08 10:42

写真：新型車両SR1系
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くらしの情報

健 康 案 内 板

○日本脳炎ワクチン接種再開のお知らせ
　�　令和３年の春頃から、日本脳炎ワクチンの供給量が全国的に減少したことにより、定期接種の年齢上限に近
い人等を優先して接種する対応を行い、接種年齢に猶予がある方は接種をお待ちいただくようお願いしていま
した。
　�　この度、日本脳炎ワクチンの安定的な供給が見込まれるようになったため、ワクチン接種を再開することに
なりました。母子手帳をご確認いただき、日本脳炎予防接種をまだ受けていない方は、接種するようにしましょ
う。
　【日本脳炎予防接種対象者】

○ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンについて　　
　�　HPVワクチンは、平成25年４月から予防接種法に基づき市町村が実施する定期予防接種となっていましたが、
ワクチンとの因果関係が否定できない持続的な疼痛や運動障害が接種後に見られたため、同年６月14日から接
種の積極的勧奨が差し控えられていました。
　�　その後国の調査研究で、HPVワクチンの安全性について特段の懸念が認められないことが確認され、接種に
よる有効性が副反応のリスクを明らかに上回ることが認められました。
　�　これにより、令和４年４月から積極的接種勧奨が再開されることになりました。対象者には４月以降、町か
ら予診票等の書類を郵送しますので、説明書をよく読み、接種を受けるようにしましょう。

　【積極的接種差し控え時に対象年齢だったが、ワクチン接種ができなかった方】
　�　公平な接種機会を確保する観点から、現在、厚生労働省の専門家が議論をしています。国の方針が決定しま
したら、広報や個別通知等を通じてお知らせします。

【お問い合わせ】　飯綱町健康管理センター　電話：253-6841

第 1 期 3歳～7歳6か月未満のお子さん

第 2 期 9歳以上13歳未満のお子さん

特 例 措 置 平成7年4月2日～平成19年4月1日までに生まれた方で20歳未満の方

接 種 対 象 者 小学校6年生～高校1年生の女子

標準的な接種年齢 中学1年生の間に接種することが推奨されています。（接種は高校1年生まで可
能です）

ワクチンの内容

子宮頸がん（子宮の入り口にできるがん）の原因となるウイルス（ヒトパピローマ
ウイルス）を予防します。
ワクチンは2種類あり（2価：サーバリックス、4価：ガーダシル）、いずれかを
選んで接種します。

接 種 回 数 3回（通常、全3回の接種を完了するまでに約6か月かかります）

接 種 方 法 医療機関に予約をし、予診票と母子手帳を持参して接種を受けてください。

接種可能医療機関
①町内の指定医療機関（飯綱病院、丸山医院、仲俣医院）
②�町外の指定医療機関（ご希望の場合は、事前に飯綱町健康管理センターまでご
連絡ください）

お子さんの予防接種について
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　健診の受付時間等、詳細は通知にてお知らせします。
○乳児健診（場所：子育て支援センター）
　日付：4月28日（木）

○歯っぴいお誕生教室（場所：子育て支援センター）
　日付：4月12日（火）

○お子さんの定期健康相談（場所：子育て支援センター）
　日時：4月7日（木）、22日（金）
　　　　両日とも　9:30～11:00（予約不要）
　持ち物：母子手帳
　�　保健師と栄養士がご相談に応じます。身長・体重
測定もできます。
※�来所の際は、マスクの着用と発熱（37.5℃以上）や風
邪症状がないか、体調の確認をお願いします。

　令和4年度の各種検診（健診）が5月から始まります。
詳細は各戸へ配布する「各種検診のご案内」をご覧くだ
さい。
○�国保特定健診・町民健診の集団健診を実施します

　�　「令和4年度検診受診調査書」で国保特定健診、町
民健診の集団健診を申し込んだ方には、健診が始ま
る3週間ほど前に通知をお送りします。詳細は通知
をご覧ください。
　　なお、個別健診は7月から実施します。
　�　新たに健診を希望する方は、5月31日（火）までに
健康管理センターへご連絡ください。

○飯綱町総合健診（旧住民人間ドック）について
　対象：��令和5年3月31日までに40歳～74歳の偶数年

齢に該当する方
　実施場所：町立飯綱病院　電話番号：253-2248
　予約方法：��9月30日（金）までに飯綱病院へ電話で予

約してください。
　　　　　　（受付時間：平日14:00～16:30）
　�　「令和4年度検診受診調査書」で飯綱町総合健診を
申し込んだ方には、3月に通知を発送しています。
詳細は通知をご覧ください。
　�　新たに総合健診を希望する方は、健康管理セン
ターへご連絡ください。
　受診料金：

　※�令和4年4月1日から健診日まで継続して飯綱町国
保に加入している方

○前立腺がん検診

　�　検査を希望する方は、8月18日（木）までに健康管
理センターへお申し込みください。
　�　なお、国保特定健診（集団健診）及び町総合健診を
受ける予定の方は健診と同時に検査ができます。事
前予約は不要、当日受付でお申し込みください。

○心の健康相談
　日時：4月6日（水）　17:30～19:30
　場所：健康管理センター
　�　4月4日（月）までに健康管理センターへ予約してく
ださい。1人おおむね60分。精神保健福祉士による
個別相談です。

○定期健康相談
　日時：4月20日（水）　9:30～11:30
　場所：健康管理センター
　�　4月18日（月）までに健康管理センターへ予約して
ください。
○断酒会
　日程：4月6日、13日、20日、27日（毎週水曜日）　
　時間：19:30～20:30
　場所：メーラプラザ（地域交流室）
　※感染拡大状況により変更する可能性があります。

〒389-1211飯綱町大字牟礼2220
　業務時間：平日8:30～17:15　　（飯綱病院　東隣）
　電話：253-6841　FAX：253-6840　有線6841

▽母子保健

対　　象
9～10か月 令和3年6月生
6～7か月 令和3年9月生
3～4か月 令和3年12月生

対　　象
1歳児 令和3年1月から令和3年2月生
2歳児 令和2年1月から令和2年3月生

受診料金区分 受診料金
飯綱町国保加入の方（※） 18,555円
飯綱町国保以外の方 30,510円

健診名 対　象

国保特定健診
40～74歳（昭和58年3月31日
以前に生まれた方で、健診当日
75歳未満の方）で飯綱町国保加
入の方

町 民 健 診
20～39歳の方（昭和58年4月1
日～平成15年3月31日生まれの
方）

検診内容 血液を採り、血液中のPSA（前立腺特
異抗原）の値を調べます

対 象 50歳以上の男性
（昭和48年3月31日以前生まれの方）

受診料金 500円

▽その他

▽各種健診（検診）のご案内

▽精神保健

▽飯綱町健康管理センターのご案内

INFORMATION
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新型コロナウイルスワクチンのお知らせ
【追加接種（3回目）について】
　町では、2回目の接種完了から6か月以上経過した
18歳以上の方を対象に、追加接種（3回目）を実施して
います。
▶接種のスケジュール

※�5月以降の接種日程は、決まり次第、町ホームペー
ジ及び広報紙等でお知らせします。

【小児接種（5歳～11歳）について】
　小児（5歳～11歳）の接種については、保護者や本人
へのより丁寧な対応が必要なため、安全に接種できる
よう、小児接種を実施する医療機関での個別接種の方
法により行います。
　対象の方には、接種券等を送付しましたので、内容
を確認の上、実施医療機関にお問い合わせください。
　なお、町ホームページにも詳細を掲載しています。
ご不明な点は、下記へお問い合わせください。
▶町公式ホームページ
　�　新型コロナワクチン関係の最新情
報は町公式ホームページをご覧くだ
さい。
　https://www.town.iizuna.nagano.jp/docs/coronavaccine.html
▶問合せ　飯綱町健康管理センター　℡253-6841

夜間延長窓口のお知らせ
　通常の開庁時間に窓口にお越しいただけない方のた
め、毎週月曜日の夜間に一部の窓口を開設します。
▶4月の開設日　4日・11日・18日・25日（月曜日）
▶時　間　17:15～19:00
▶場　所　会計係窓口・住民係窓口
▶取り扱い業務
　【会計係】　・税・料金等の納付
　【住民係】　・住民票、戸籍謄抄本等、印鑑証明書の交付
　　・印鑑登録　・所得課税証明書の交付
　　・マイナンバーカードの交付（予約がある場合のみ）
　　・マイナンバーカード電子証明書の更新
▶問合せ　税務会計課　会計係　℡253-4768
　　　　　住民環境課　住民係　℡253-4762

マイナンバーカード申請のお手伝いをします（無料）
　マイナンバーカードを希望する方へ、写真を撮って
カード申請のお手伝いをしています。個人番号カード
交付申請書（お持ちの方）及び身分証明書（免許証、保
険証等）をお持ちください。※所要時間約10分
▶問合せ　住民環境課　住民係　℡253-4762

４月１日から景観の届出受付が始まりました
　本町は、のどかで懐かしい里山の風景が広がってい
ます。この景観を私たちの誇りとして大切に守り伝え
ていくため、「景観法」及び「飯綱町景観条例」に基づく
届出の受付を開始しました。
　4月1日以降、一定の規模を超える建築等を実施する
場合は、町への届出が必要になります。
▶町内全域が届出対象区域
　・��大きく3つの区域に分かれていて、届出対象や景
観形成のルールが異なります。

▶届出は行為着手の30日前までに
　・��景観法の規定により届出受理日から30日間の行為
着手制限がかかります。余裕を持った届出または
事前にご相談ください。

　　詳細については、下記へお問い合わせください。
▶問合せ　建設水道課　維持管理係　℡253-4766

土地・家屋縦覧帳簿の縦覧／
固定資産課税台帳の閲覧について

　固定資産税関係の縦覧・閲覧を行っています。この
機会に課税台帳等をご覧になって、ご自分の資産の確
認をお願いします。（代理の方の場合は、所有者の委
任状が必要となります。）
▶期　間　4月1日（金）～5月31日（火）（土日祝日を除く）
▶時　間　8:30～17:15
▶場所・問合せ　税務会計課　課税係　℡253-4071

犬の飼主の皆さんへ
令和4年度狂犬病予防の集合注射を実施します
　町では、狂犬病予防の集合注射を実施します。町へ
犬の登録をしている方に、実施場所・日時を記載した
ハガキをお送りします。都合のつく場所へハガキと注
射代金を持ってお越しください。年1回の接種が義務
付けられていますので、飼い主の皆さんは、集合注射
または動物病院で予防注射を行ってください。
　なお、犬の新規登録も予防注射と一緒にできますの
で、希望する方は、役場へ日程（実施場所・日時）をお
問い合わせください。
▶実施日時　5月6日（金）、11日（水）、16日（月）、
　　　　　　20日（金）の午前中
▶狂犬病予防注射代金等（町の集合注射）

※�飼い犬が死亡・行方不明などの場合は必ず役場へ連
絡をしてください。譲渡した場合は、譲渡した相手
方が飼主の変更届を提出する必要があります。
▶注意事項
　・お越しの際は必ずマスクの着用をお願いします。
　・体調のすぐれない方は、来場をご遠慮ください。
　・��新型コロナウイルスの感染状況によっては、集合
注射の日程が延期または中止となる可能性があり
ます。

▶問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

お知らせ

くらしの情報

2回目の接種完了日
（令和3年）

接種券
発送

追加（3回目）
接種日

6月1日～9月19日
発送済

接種実施中
9月20日～9月30日 4月初旬
10月１日～10月10日 4月中旬
10月11日～10月31日 4月上旬 4月下旬

金額 備考
注　射　代 3,600円 注射及び注射済票代
新規登録料 3,000円 犬の新規登録料
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ご寄付いただきました

　ご厚意に感謝し、心から御礼申し上げます。

ニチアスセラテック株式会社　様

ごみ処理手数料減免券の申請について
　在宅で紙おむつを常時使用している方への支援とし
て、次の方にはごみ処理手数料を免除する「減免券」を
交付します。（毎年1回の申請が必要になります。昨年
度申請された方でも今年度希望される場合は、申請を
行ってください。）
　なお、「3歳未満の乳幼児のいる世帯」および「生活保
護世帯」には町から減免券を配布します。（申請不要）
▶対象者
　①介護保険の要介護または要支援認定者
　②身体障害者手帳受給者　③療育手帳受給者
　④在宅腹膜透析実施者で医療廃棄物を排出する者
　※�養護老人ホームやその他の施設に入所・入院して
おり、可燃ごみをごみ集積所へ通常排出しないと
認められる場合、また外出等で一時的に紙おむつ
を使用する方は除く。

▶申請に必要なもの
　①�交付事由を証する書類（介護保険被保険者証、身
体障害者手帳、療育手帳の写し等）

　②�交付申請時のおおむね3か月以内の日付で紙おむ
つを購入した記載のある領収書またはレシート

　※腹膜透析実施者はそれを証明する書類
▶申請開始日　4月1日（金）～
▶対象期間　令和4年4月～令和5年3月
▶問合せ・申請場所
　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

可燃ごみ2月分の委託収集量のお知らせ
　令和4年2月の1か月間で、各集積所から収集した可
燃ごみの重量、基準年及び前年との比較は次のとおり
です。

▶問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

保健福祉課から事業対象要件の拡充のお知らせ
①補聴器購入費用の助成の対象要件を拡充します。
　（難聴者補聴器購入助成事業）
　�　難聴の方の生きがいづくり及び社会参加促進支援
のため、購入費を助成します。
▶対象要件の拡充内容
　変更前「町民税非課税世帯者」
　→変更後「本人が町民税非課税であること」
②�在宅要介護高齢者の紙おむつ等購入費の一部助成の
対象要件を拡充します。
　（在宅要介護高齢者紙おむつ等購入費一部助成事業）
　�　在宅の要介護者で紙おむつ等が必要な方に、要介
護高齢者の在宅生活の継続支援と負担軽減を図るた
め、おむつ購入費用の一部を助成します。
▶対象要件の拡充内容
　変更前「住民税非課税世帯者」
　→変更後「被介護者本人が住民税非課税であること」
③�要介護者家族慰労金支給事業の対象要件を拡充しま
す。
　（要介護者家族慰労金支給事業）
　�　在宅の要介護者を介護している家族に、家族介護
慰労金を支給し、負担軽減と在宅福祉の増進を図り
ます。
▶対象要件の拡充内容
　�新たに「要介護1、2の認定者で、要介護認定審査会
資料の主治医意見書において『認知症高齢者の日常
生活自立度』がⅢ以上の被介護者」を加えます。
※�各事業には、記載した以外の要件があります。申請
や相談、お問い合わせは各担当へお願いします。
▶問合せ　①　保健福祉課　福祉係　℡253-4764
　②・③　保健福祉課　介護支援係　℡253-4764

特殊詐欺被害にご注意ください
　令和3年の県内特殊詐欺被害が155件と、昨年と比
べ増加しています。（前年同期：125件）
　主な特殊詐欺は、「オレオレ詐欺」「架空料金請求詐
欺」「キャッシュカード詐欺盗」「預貯金詐欺」「還付金詐
欺」です。
　特殊詐欺被害は自宅の固定電話に出たことがきっか
けによるケースが多いため、必要に応じ下記のような
電話対策をしましょう。
　・��常時留守番電話に設定し、メッセージを残した人
にだけ返信する。

　・��迷惑電話対策機器を活用する。
　・��迷惑電話防止機能付き電話機に変える。
▶相談窓口
　消費トラブルにお困りの時は、下記へご相談ください。
　・��北信消費生活センター　　℡217-0009
　・��長野市消費生活センター　℡224-5777
　・��消費者ホットライン　　　℡188（局番なし）
▶問合せ
　県民文化部　くらし安全・消費生活課　℡235-7151
　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

INFORMATION

今月 基準年 前年
Ｒ4年
2月分

Ｈ26年
2月分 差引量 増・減 R3年

2月分 差引量 増・減

97t 129t △32ｔ △25% 100t △3ｔ △3%

寄付者 内容 寄付用途
ニチアスセラテック
株式会社様 30万円 学校図書の購入
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くらしの情報

国民健康保険の手続きをお忘れなく
　国民健康保険（国保）への加入・脱退などには、届け
出が必要です（自動的には切り替わりません）。国保年
金係で手続きをしてください。
▶国保への加入（退職したときなど）
　�退職などで職場の健康保険をやめたときや、健康保
険の扶養家族から外れたときは、国保の加入手続き
をしてください。
○�手続きに必要なもの：健康保険離脱証明書（職場ま
たは職場の健康保険組合が発行したもの）
▶国保からの脱退（就職したときなど）
　�職場の健康保険などに加入したときや、健康保険の
扶養親族になったときは、必ず国保の脱退手続きを
してください。
○�手続きに必要なもの：職場の健康保険証、国保の健
康保険証
※ご注意ください
　�職場の健康保険などへの加入日以降は、国保の保険
証を誤って使用しないようご注意ください。使用し
た場合、国保が負担した医療費をお返しいただく場
合があります。
▶問合せ　住民環境課　国保年金係　℡253-4762

町公式ホームページへの有料広告を募集します

▶募集期間　4月1日（金）～5月2日（月）
　（枠が空いている場合は随時受付します）
▶申込み　所定の申込書を企画課へ提出
▶その他
　・��募集終了後、広告内容等について審
査し、掲載可否を決定します。

　・詳細は、町公式ホームページをご覧ください▲
▶問合せ　企画課　企画係　℡253-2512

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

心配ごと相談所及び行政相談所の開設
　町では、毎月心配ごと相談所を、偶数月に行政相談
所を開設しています。毎日の生活のちょっとした困り
事や悩み事について、どなたでも気軽にご相談くださ
い。相談は無料で秘密は固く守られます。
▶日　時　4月5日（火）　13:30～15:30
▶場　所　メーラプラザ　相談室
▶相談員　�民生児童委員、司法書士、人権擁護委員、

行政相談委員
▶問合せ　保健福祉課　福祉係　℡253-4764
　　　　　〔民生児童委員、司法書士、人権擁護委員〕
　　　　　総務課　総務係　℡253-2511
　　　　　〔行政相談委員〕

　飯綱町地域活動支援センターは、障がいのある人の
相談窓口です。また、余暇等を企画し地域での暮らし
が充実したものになるよう応援しているところです。
■「カフェ」
　�みんなの交流の場。お茶を飲みながら会話を楽しみ
ます。
▶日　時　4月4日・11日・18日（月）　15:30～16:30
■「いこい」
　�精神に障がいのある方の社会復帰に向けての支援や
余暇活動の支援（おやつ作りやカラオケなど）をして
います。
▶日　時　毎週火曜日　13:30～15:30
■「余暇企画（わたしのじかん）」
　�障がいのある方の余暇活動の支援（クラフト、カラ
オケ、温泉など）をしています。
▶日　時　毎週木曜日　15:30～16:30
※内容など詳細は下記へお問い合わせください。
▶開催場所・問合せ　飯綱町地域活動支援センター
　（メーラプラザ内）　℡253-7519

催　し

地域活動支援センターからのお知らせ

規格 掲載料金
1枠
縦40ピクセル
横130ピクセル
形式GIFま た は
JPEG（8KB以内）

月額
（町内事業者）1,500円／1枠
（それ以外）5,000円／1枠
※�6か月継続掲載の場合は、
10％割引

広告
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くらしの情報 INFORMATION

特別観望会「太陽を見よう」開催のご案内
　最近の太陽は黒点の活動が活発になってきました。
投影板を用いて太陽観察を観察します。ご参加くださ
い。
▶日　時　5月4日（水・祝）、5日（木・祝）
　いずれも10:00～13:00、事前申込み不要
▶会　場　歴史ふれあい館　3階屋外ベランダ
　来場順に人数を制限してご覧いただきます。
▶入場料　入館料と共通、飯綱町民は無料
▶問合せ　いいづな歴史ふれあい館　℡253-6646

　　
林檎の丘　アート＆クラフト展2022　開催中
▶期　間　～4月17日（日）　▶休館日　月曜日
▶時　間　9:00～16:00　※入場無料
※詳細は先月のいいづな通信をご覧ください。
▶問合せ　いいづなアップルミュージアム　℡253-1071

5月2日（月）は納税日です
　今月の町税及び各種料金の納期限は、現金払い、口
座振替ともに5月2日（月）です。口座振替をご利用の方
は前日までに残高の確認をお願いします。
▶町税・各種料金は次のとおりです。
　�上下水道料、保育料（時間外含む）、一時保育料、園
バス使用料、学童保育料、緊急通報装置使用料、住
宅使用料
▶問合せ　各担当まで

　公民館図書室及び中学校図書館の蔵書資料を、インターネットで
検索・予約できるWebOPACが利用できるようになりました。
　検索はどなたでもできますが、予約をしたい方は、公民館図書室
利用カードとパスワードが必要になります。仮パスワードは公民館
図書室のみの発行になります。
　また、予約した資料は中学校図書館資料であっても、公民館図書
室での受け取りとなります。
▶URL　https://ilisod007.apsel.jp/iizuna-library/　▶問合せ　飯綱町公民館図書室（町民会館内）　℡253-6560

見学会「天然記念物のサクラを学ぶ」参加者募集
　文化財（天然記念物）に指定されている町内3か所の
サクラの名木を実際に見て学ぶ学習会を開催します。
この機会にぜひご参加ください。
▶日　時　4月16日（土）　9:00～12:00
▶見学先
　マイクロバスで移動、歴史ふれあい館出発・解散
　①黒川桜林のエドヒガン（町指定天然記念物）
　②袖之山のシダレザクラ（県指定天然記念物）
　③地蔵久保のオオヤマザクラ（県指定天然記念物）　
▶定員・対象　26名　申込先着順、町内在住者に限る
▶申込み　事前に歴史ふれあい館（℡253-6646）まで
　　　　　（申込み締切4/13（水）まで）
▶参加費　図録『飯綱町の文化財』1冊付き　1,000円
　　　　　図録持参の場合　300円

星空観望会のご案内
　天体観測室を使用しての夜の星空観望会は、感染症
対策として当面事前予約の定員制で実施します。ぜひ
お申し込みのうえご参加ください。
▶日　時　4月9日（土）・23日（土）
　　　　　いずれも　19:00～20:30
▶会　場　歴史ふれあい館　天体観測室
▶定　員　1回（10分間）3名×6回　18名まで
　　　　　予約先着順、町内在住者に限る
▶申込み　開催前日までに歴史ふれあい館
　　　　　（℡253-6646）まで
▶参加費　無料

納税日のお知らせ

公民館図書室・中学校図書館からのお知らせ

中学校図書館から開館日のお知らせ
5月 4月

【平日開館】16:30～20:00 【休日開館】9:00～19:00 【平日開館】16:30～20:00 【休日開館】9:00～19:00

��6日（金）
10日（火）～13日（金）
17日（火）～20日（金）
24日（火）～27日（金）
31日（火）

��1日（日）
��3日（火）～��5日（木）
��7日（土）、���8日（日）
14日（土）、15日（日）
21日（土）、22日（日）
28日（土）、29日（日）

��6日（水）～��8日（金）
12日（火）～15日（金）
19日（火）～22日（金）
26日（火）～28日（木）

��1日（金）～��3日（日）
��5日（火）
��9日（土）、10日（日）
16日（土）、17日（日）
23日（土）、24日（日）
29日（金）、30日（土）

アップルミュージアムからのお知らせ

歴史ふれあい館からのお知らせ

※上記以外は閉館日です。新型コロナウイルス感染症の影響により、変更となる可能性があります。

WebOPACは
こちらから▼
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口座振替・現金納付の方

税目

月

納期限
（口座振替日）

町税等
介護保険料
（普通徴収）
※65歳以上の方

後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）
※75歳以上の方

上下水道料
固定資産税 軽自動車税 住民税

（普通徴収）
国民健康
保険税

（普通徴収）
4月 5/2（月） 随時 随時 随時 随時 4月

（2・3月分）5月 5/31（火） 1期 全期 随時 随時 随時

6月 6/30（木） 1期 1期 1期 6月
（4・5月分）7月 8/1（月） 2期 2期 2期 1期

8月 8/31（水） 2期 3期 3期 2期 8月
（6・7月分）9月 9/30（金） 4期 4期 3期

10月 10/31（月） 3期 5期 5期 4期 10月
（8・9月分）11月 11/30（水） 6期 6期 5期

12月 12/26（月） 3期 7期 7期 6期 12月
（10・11月分）1月 1/31（火） 4期 8期 8期 7期

2月 2/28（火） 4期 随時 9期 9期 8期 2月
（12・1月分）3月 3/31（金） 随時 10期 10期 9期

4月 5/1（月） 随時 随時 随時 随時 新　4月
（2・3月分）5月 5/31（水） 新　1期 新　全期 随時 随時 随時

令和４年度 飯綱町町税等 納期限等一覧表

年金天引の方

税目

月
年金支払日

町税等
介護保険料
（特別徴収）
※65歳以上の方

後期高齢者
医療保険料
（特別徴収）
※75歳以上の方

住民税
（年金特徴）

国民健康
保険税

（特別徴収）
4月 4/15（金） 1期（仮） 1期（仮） 1期（仮） 1期（仮）

6月 6/15（水） 2期（仮） 2期（仮） 2期（仮） 2期（仮）

8月 8/15（月） 3期（仮） 3期（仮） 3期（仮） 3期（仮）

10月 10/14（金） 4期 4期 4期 4期

12月 12/15（木） 5期 5期 5期 5期

2月 2/15（水） 6期 6期 6期 6期

※「随時」期は、税額が確定する前に前年度に遡って資格等の異動があった方のみ納めていただく期間となっています。

※�（仮）とある、４月～８月については、所得が確定し、当年度の税額等が決定するまでの間、
前年度２月徴収金額を仮の徴収額として納めていただく期間となります。
　�税額確定後、その年の税額から既に仮徴収にて納めていただいた金額を差し引いて、10月
～２月の間、納めていただいております。� � � � � �

お支払先窓口
飯綱町役場　・　ながの農協本支所　・　郵便局（ゆうちょ銀行）　・　八十二銀行本支店　・　長野信用金庫本支店
長野県信用組合本支店　・　みずほ銀行本支店　・　三井住友銀行本支店　・　長野銀行
※�住民税(普通徴収)、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税(普通徴収)につきましては、コンビニエンスストアや、スマホ収納にてお支払
いいただけます。

※みずほ銀行窓口における町税や保険料、水道料金などの公金に関する納付書の取り扱いは、令和５年３月31日で終了します。

�【各種税金・料金のお問い合わせ先】� � � � � � � � �
�固定資産税・軽自動車税・住民税…………………………………………………………………………税務会計課（253-4071）
�国民健康保険税・後期高齢者医療保険料…………………………………………………………………住民環境課（253-4762）
�介護保険料………………………保健福祉課（253-4764）　��　　上下水道料………………………建設水道課（253-4767）

税・料金等の納付には、
口座振替をお勧めします。

○�口座振替の手続きは、役場
窓口、指定金融機関窓口で
行えます。

○�手続きには、振替を希望す
る口座情報がわかるもの
（通帳やキャッシュカード）
と届出印が必要です。

○�申込月の翌月末より振替が
開始されますので、ご希望
の際はお早めにお願いいた
します。
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　消防団出初式を４月17日（日）午前９時から、飯綱町民会館で開催します。

　飯綱町の消防力を広く町民の皆さまに公開し、防火思想の普及啓発と消防活動に対する理解を深めて

いただくため、消防団員、消防車両による分列行進等を行います。

　例年、春先は空気が乾燥し、たき火、たばこや火入れなどを原因とする林野火災が全国各地で多発し

ています。

　火の取り扱いには十分注意していただき、農林業での火入れの際には、消防署への届出や初期消火の

準備など、林野火災の予防にご協力をお願いします。

 　 

●春の山火事予防運動特別強化月間
　令和４年３月８日（火）から４月８日（金）まで

●緑を火災から守る運動
　令和４年４月９日（土）から５月８日（日）まで

■問合せ　総務課　危機管理室　℡253-2511

午前９時00分　　第一部会場　飯綱町民会館駐車場
　・幼年消防クラブによる発表、分列行進、人員・機械器具報告、新入団員宣誓等

午前10時すぎ～　第二部会場　飯綱町民会館ホール
　・感謝状・表彰状贈呈、来賓祝辞等

　　※ 当日荒天の場合は、午前９時から第二部のみ行い、第一部は中止となります。

　　※出初式当日は朝７時にサイレンが鳴りますが、火災ではありませんのでご注意ください。

　　※ 今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大等の状況により、内容の一部を急きょ変更、

縮小または中止する場合があります。

飯綱町消防団出初式

林野火災の予防にご協力ください！

≪当日の予定≫

] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ] ]
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牟礼駅と観光地（地域拠点）
をつなぐｉバスコネクトが
令和4年4月から定時定路線
バスとして運行します

iバスコネクトが生まれ変わります

地域拠点バス
iバスコネクト

●運行方法
　定時定路線バス

●運行日
　土・日曜日及び祝日
　※12月～3月は運休

●運賃
　1乗車200円（小人100円）
　※�KURURU、IIZUNAであるき
バスカードも利用できます

●車両
　小型バス

●運行事業者
　長電バス㈱

いいづなコネクトEAST
（旧三水第二小学校）

いいづなコネクトＷＥＳＴ
（旧牟礼西小学校）

サンクゼールアップルミュージアム

むれ温泉 天狗の館

第１便 第２便 第３便 第４便 第５便 第６便
いいづなコネクトEAST 9:35 - 11:35 12:15 12:15 13:55 - 16:25 16:25 -
サンクゼール 9:50 - 11:20 12:00 12:30 14:10 - 16:10 16:40 -
アップルミュージアム 9:55 - 11:15 11:55 12:35 14:15 - 16:05 16:45 -
深沢 9:58 - 11:12 11:52 12:38 14:17 - 16:02 16:47 -
牟礼駅 10:00 10:50 11:10 11:50 12:40 14:20 15:10 16:00 16:50 17:40
牟礼本町 10:02 10:48 - - - - 15:12 15:58 16:52 17:38
牟礼小学校南 10:04 10:46 - - - - 15:14 15:56 16:54 17:36
東黒川 10:06 10:44 - - - - 15:16 15:54 16:56 17:34
いいづなコネクトWEST 10:15 10:35 - - - - 15:25 15:45 17:05 17:25
夏川 10:18 10:32 - - - - 15:28 15:42 17:08 17:22
むれ温泉�天狗の館 10:25 10:25 - - - - 15:35 15:35 17:15 17:15

●本事業に関するお問い合わせ先●　　
　飯綱町 企画課　TEL：026-253-2511　FAX：026-253-5055

iバスコネクト ルート

－１－

バス停

天狗の館

いいづなコネクトWEST
（旧牟礼西小学校）

牟礼駅

アップルミュージアム

いいづなコネクトEAST
（旧三水第二小学校）

サンクゼール

牟礼本町

深沢

牟礼小学校南

東黒川

夏川

iバスコネクト運行ダイヤ

iバスコネクト運行ルート

予約不要

上記のバス停で
乗降できます

むれ温泉
天狗の館



大切に使ってくれる人にバトンタッチ！！

不要になった
学用品を回収
ボックスへ

飯綱町学用品
リユース実行委員会
が回収

ZQ やイベント
で受け渡し

不要になった学用品を回収し、必要な方へお譲りします
学用品リユースの仕組み

お持ち込みいただきたいもの

お問い合わせ

事業をご活用ください！

入学準備はいろいろ必要で

けっこう大変…… まだ使えるのにどうしよう……

必要な人がいたら使ってほしいな

もう少しで卒業なのに背が伸びて

着られなくなっちゃった

【回収場所】
・三水小学校 ・メーラプラザ
・牟礼小学校 ・町民会館
・飯綱中学校 ・ZQ（水・木・金 10~16 時）

※擦り切れている、穴が開いている、落ちない目立つシミがあるなど、
破損や汚れのひどいもののお持ち込みはご遠慮ください。

※ZQ へのお持ち込みの場合、いいづなポイントを進呈します

● 「こんなものも取り扱ってほしい」などのご要望はメールでお知らせください。
● リユース事業に協力してくださる方を募集しています。お気軽にご連絡ください。
● イベントの日時や受け渡し方法はブログ（https://ameblo.jp/iizuna-reuse/）をご覧ください。

・算数ボックス・飯綱中学校制服
・学校指定運動着

・国語辞典・漢字辞典
・英和辞典・和英辞典
・古語辞典

・鍵盤ハーモニカ
・なわとび
・彫刻刀セット
・書道セット

※中身単品でも OK
※購入後概ね

５年以内のもの

1 + 1 =

学用品リユース

飯綱町学用品リユース実行委員会（代表 大沢）
yotuba_1127@yahoo.co.jp reuse1127@yahoo.co.jp

※現デザインのもの
※クリーニングまたは洗濯した

ものをお持ち込みください

公式 LINE は
こちら !

ブログは
こちら !

ZQ での受け渡しは
水・木・金曜日の１０～１６時

※購入後概ね
6 年以内のもの

26

「住宅を相続したけれど管理が大変」、「近所の空き家、誰かが住んでくれればいいのに」などのお悩みを
お持ちの方はいらっしゃいませんか？

「飯綱町空き家・空き地バンク」では所有者がわからない空き家
の所有者を特定し売却・賃貸借などの利活用を提案したり、皆さ
んの所有する空き家の相談受付などを行っています。まずはお気
軽に下記連絡先までご相談ください！

「空き家」情報をお寄せください！「空き家」情報を
お寄せください！

■ 相談・お問い合わせ　飯綱町 企画課 人口増推進室　TEL:026-253-2512
※「空き家」とは、居住を目的に建築され、現に居住していない（近く居住しなくなる予定のものも含む。）飯綱町内に存在する建物等をいいます。

令和 4 年 3 月 9 日までに

24 件 の成約がありました！

がリニューアルします！！ZQ
　町は、第２次飯綱町総合計画後期基本計画に掲げる「自然の恵みの享受と環境への負荷軽減」を図るため、
資源循環を推進することを目的に、ＺＱを拠点とした学用品リユース（再使用）事業を「飯綱町学用品リユース実
行委員会」と協働で展開し、町民全体のリユース意識の高揚を図るとともに、SDGs（持続可能な開発目標）の
実現を目指します。

　これまでも ZQ はコミュニティスペースとして提供しており、移住者や街中サロン楽らくなど、あらゆる団体・個
人が気軽に立ち寄れる多様なコミュニティスペースとしてご活用いただいています。今後も様々な町民活動やまち
づくり活動を支援することで、町の玄関口である栄町商店街のにぎわいの創出に寄与することを目指します。

利用料金

電 気 代

冷暖房代

無料
■ 利用料金等

100 円 /1時間 

200 円 /1時間
※ 電気代、冷暖房代は参加料等

を徴収しない場合は無料

※

※

※ 上記のほか、祝祭日、年末年始 (12 月 29 日～１月３日）は休館
※ 毎月１～２回、日曜日にリユース頒布会を開催予定

■ 開館時間
日時間

10：00 ～12：00
13：00 ～16：00

月 火 水 木 金 土

飯綱町 企画課 人口増推進室
TEL:026-253-2512

ZQ（ずく）
TEL:026-217-8765

■ 予約・お問い合わせ

■ アクセス

※ 駐車場は、ZQ 正面駐車場および朝日屋
旅館指定場所をお使いください。

しんきん朝日屋旅館

ZQ

かどの三河屋

至 牟礼駅

鳥居川

牟礼駅入口

さかえや
1818
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　例年開催の「飯綱町一斉清掃」を下記のとおり開催します。
　この活動は、飯綱町が“住民総ボランティア”と“不法投棄ゼロ
の町”を目標に毎年取り組んでいるものです。
　各地区や町内の道路の清掃を通じて、環境への意識を高めて
いただきたいと思います。
　住民の皆さんのご理解・ご協力、そしてご参加をお願いします。

主　　催：飯綱町・飯綱町ボランティア連絡会・飯綱町社会福祉協議会
協力団体：飯綱町議会･飯綱町教育委員会・飯綱町商工会･飯綱町観光協会・飯綱町消費者の会
　　　　　シニアクラブ連合会・区長会･衛生組合連合会・㈲飯綱町ふるさと振興公社
　　　　　JAながの飯綱支所・ニチアスセラテック㈱･㈱竹村製作所・飯綱東高原開発㈱

日　時　令和４年４月24日（日） 8:00～10:00頃まで
(小雨決行)

本部ボランティア集合場所・集合時間

　　　　飯綱町民会館第２駐車場・午前８時集合
持ち物　軍手（火バサミ･ごみ袋は、主催者側で用意します。）

その他　○�参加者のお車は牟礼B&G海洋センター（町民会館下）に駐車してください。
　　　　○�本部ボランティアにご参加いただいた方には、行政ポイントとして「いいづなカード」

ポイント引換券を差し上げます。
　　　　○中止の場合は、当日の朝７時頃に、無線放送でお知らせします。

　※�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスク着用をお願いします。

☆　�一斉清掃に合わせ、町民会館キャノピー（正面玄関前）で飯綱町ボラン
ティア連絡会主催による、牛乳パック交換イベント＆フードドライブを
開催します。（8:30～10:00）

　　�詳しくは飯綱町ボランティア連絡会事務局TEL253-1001までお問い合
わせください。

飯綱町PRキャラクター
「みつどん」

第16回 飯綱町一斉清掃
のお知らせです。
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私たち1人ひとりの小さな行動の積み重ねが、地球温暖化の改善につながります。

・見る番組を決め
見ないときは消す

・画面の明るさを
最適にする

・必要のない照明は
こまめに消す
・LED照明に
取り換える

・冷房の温度は２８℃以上に
暖房の温度は２０℃以下に
・フィルターをこまめに掃除
・扇風機を上手に活用

・できるだけ
保温機能を使わず、
電子レンジで

・プラスチックや
資源ごみを
分別する

・扉の開閉は最小限に
・温度を適切に設定
・詰め込みすぎない

地球温暖化

温室効果ガス 異常気象

気象災害

【エアコン】【テレビ】 【照明】

【冷蔵庫】 【ごみ】【炊飯器・電気ポット】

「2050ゼロカーボン にご協力を！

長野地域連携中枢都市圏では「ゼロカーボン宣言」を発出し
2050年に二酸化炭素の排出 実質ゼロを目指します。

・できるだけ
まとめて洗濯する
・風呂の残り湯を
活用する

・便座の温度設定を
低くする
・便座のふたを
こまめに閉める

・シャワーを流した
ままにしない
・間隔をあけずに入浴
（追い炊きをしない）

【風呂】 【洗濯】 【トイレ】

・マイバック、マイ箸、
マイボトルなどを持ち歩く
・近所へは徒歩や自転車で

・ゆっくり発進、早めのアクセルオフ
・アイドリングストップを心がける
・加減速の少ない運転

【エコドライブ】 【おでかけ】

私たちの暮らしを守るため、できることから始めましょう！

飯綱町

」
気候危機を回避するため、 CO2の削減に今から取り組む必要があります。



30

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
振
り
返
って

　

小
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
」
と
い
う
将
来
の
夢
を
書
い
た

誠
也
さ
ん
。
夢
の
舞
台
は
今
ま
で
経
験
し
た

大
会
と
は
全
く
違
っ
た
雰
囲
気
で
と
て
も
緊

張
し
た
そ
う
で
す
。
初
出
場
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
32
位
と
満
足
の
い
く
滑
り
で
は
な
か
っ

た
一
方
で
、「
次
に
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験

だ
っ
た
。
取
材
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
な
り

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
特
別
な
舞
台
な
の
だ
と
改

め
て
感
じ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

町
を
挙
げ
て
の
応
援
に
びっ
く
り

　
「
今
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
こ
と

に
よ
り
、
多
く

の
飯
綱
町
民
に

リ
ュ
ー
ジ
ュ
を

知
っ
て
も
ら
う

機
会
と
な
っ
た

こ
と
が
う
れ
し

い
」
と
話
す
誠

也
さ
ん
。
こ
れ

ま
で
も
同
級

生
か
ら
連
絡

が
来
た
り
、

両
親
か
ら
応

援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
聞

い
た
り
し
て

い
ま
し
た
が
、

こ
こ
ま
で
飯

綱
町
で
注
目

さ
れ
、
盛
り
上
が
っ
て
い
た
こ
と
に
び
っ
く

り
し
た
よ
う
で
す
。

小
・
中
学
校
で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

　

小
・
中
学
校
で
は「
リ
ュ
ー
ジ
ュ
は
ス
ピ
ー

ド
感
が
魅
力
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
で
唯

一
千
分
の
一
秒
を
競
う
繊
細
か
つ
大
胆
な
競

技
」
と
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
魅
力
を
説
明
し
な
が

ら
、
競
技
道
具
や
選
手
村
の
様
子
に
つ
い
て

も
紹
介
し
ま
し
た
。
三
水
小
学
校
６
年
生
の

児
童
か
ら
の
「
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
て
怖
く
な

い
で
す
か
」

と
い
う
質
問

に
、「
初
め

て
の
コ
ー
ス

は
怖
い
が
一

番
集
中
で
き

て
い
い
滑
り

が
で
き
る
。

恐
怖
が
な
く

な
る
と
集
中

力
も
欠
け
て

く
る
の
で
、

恐
怖
を
う
ま

く
利
用
し
て
集
中
力
に
変
え
て
い
る
」
と
答

え
ま
し
た
。
ま
た
、
飯
綱
中
学
校
で
は
「
誠

也
コ
ー
ル
」
の
声
援
が
上
が
り
、
生
徒
た
ち

の
歓
迎
ム
ー
ド
に
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。
誠
也
さ
ん
は
子
ど
も
た

ち
に
、「
夢
は
楽
を
し
て
か
な
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
辛
い
事
、
苦
し
い
事
、
不
安

な
事
か
ら
逃
げ
ず
に
夢
に
向
か
っ
て
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
も
し
っ
か
り
と

届
い
た
よ
う
で
し
た
。

新
た
な
目
標
に
向
か
って

　
「
今
回
リ
ュ
ー
ジ
ュ
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
海
外
に
い
か
な
く
て

も
練
習
で
き
る
環
境
が
ほ
し
い
」
と
話
す
誠

也
さ
ん
。
２
０
３
０
年
の
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
実
現
し
た
際
に
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

練
習
し
て
い
た
長
野
市
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が

リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
競
技
会
場
に
な
る
可
能
性
が

高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
皆
さ
ん

に
見
て
も
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
う
れ
し

い
と
、
新
た
な
夢
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

（赤東区在住　20歳）
　小学校5年生の時、長野県が冬
季オリンピックのメダリスト輩出
を目指し実施している「ＳＷＡＮ
プロジェクト」に参加し、長野オ
リンピックの会場となったスパイ
ラルでリュージュの競技を始め
る。2018年2月を最後にスパイラ
ルの製氷が中止され滑走ができな
くなった。それでもあきらめずに
競技と向き合い続け、オリンピッ
ク出場という夢をかなえた。

小
こばやし

林　誠
せ い や

也 さん

次のオリンピック、そして札幌市が誘致を目指す
2030年のオリンピックへの出場が最大の目標！
上位入賞や今以上の結果を飯綱町に持ち帰りたい。

　北京オリンピックのリュージュ（１人乗り）に日本勢
唯一の出場を果たした小林誠也さんが２月24日、
飯綱町の小・中学校や役場を訪れた。
　飯綱町出身の初めてのオリンピック選手との交流
に、地元の子どもたちは憧れの眼差しで歓迎した。

インタビュー

Vol.94

▲競技道具を持たせてもらう三水小児童

▲飯綱中では各クラスを回って交流を深めました

▲飯綱中学校の懸垂幕の下で

▲「飯綱町にとって初めてのオリンピック
選手。すごいことをやってくれたという
喜びでいっぱい」と激励する峯村町長
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令
和
３
年
度
を
も
っ

て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
退
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
山
岸
彩
で
す
。

協
力
隊
と
し
て
２
年
間
、

ほ
ん
と
う
に
様
々
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
有
意
義
な
活
動

期
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
応
援
し
、
支

え
て
く
れ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
着
任
し
て
す
ぐ
は
、「
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｅ

Ａ
Ｓ
Ｔ
」
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
ら
せ
て
も
ら
い
、

施
設
内
の
家
具
や
備
品
の
手
配
や
設
置
業
務
、
利

用
方
法
の
計
画
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

も
あ
っ
て
諸
々
の
詳
細
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
り
、
公
共
施
設
と
い
う
都
合
上
難
し
い
こ
と
が

あ
っ
た
り
な
ど
、
着
任
早
々
は
勝
手
が
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
困
惑
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
公
共
施
設
の
運
営
管
理
に
つ
い
て
や
、
行

政
機
関
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
の
に
は
と
て
も

良
い
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
イ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
「
い
い

づ
な
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
運
営
で
は
、

業
務
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
様
々
な
方
と
出
会

え
た
こ
と
が
、
一
番
の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
を
活
か
し
て

何
か
に
挑
戦
す
る
姿
を
見
て
、
自
分
も
こ
れ
か
ら

何
を
活
か
し
て
挑
戦
し
て
い
こ
う
か
と
常
に
刺

激
を
も
ら
っ
た
り
、
皆
さ
ん
の
挑
戦
に
一
緒
に
関

わ
る
こ
と
で
、自
分
自
身
が
や

り
た
い
こ
と
の
方
向
性
が
見

え
て
き
た
り
。

　

皆
さ
ん
の
挑
戦
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
側
で
あ
り
な
が
ら
ほ

ん
と
う
に
た
く
さ
ん
の
刺
激

や
学
び
を
得
て
い
ま
し
た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
退
任
後
は
、こ
れ
ま
で
の
業

務
と
し
て
行
っ
て
き
た
創
業

支
援
で
の
学
び
や
気
づ
き
を

活
か
し
て
、ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
た
事
業
者
の
販
促

支
援
を
仕
事
に
し
て
い
け
る

よ
う
、
ス
キ
ル
と
実
績
を
積
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飯
綱
町
で
出
会
っ
た
り

ん
ご
の
木
で
染
め
る
草
木
染
め
の
技
術
を
活
用

し
た
り
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た
商
品
を
制
作

し
、
地
域
の

魅
力
と
共
に

町
外
へ
発
信

し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今

後
は
一
町
民

と
し
て
、
引

き
続
き
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま

す
。

地域おこし協力隊活動報告
〜山岸隊員編〜

▲りんごで染めた蜜蝋ラップ（商品一部）

▲いいづな事業チャレンジ過去発表者さんたちと

▲令和３年度のいいづな事業チャレンジ

▲オープンしたてのチャレンジラボ

地域おこし協力隊
山岸�彩
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町では、町名の「いいづな」が国際的により正確な発音で
呼ばれるよう、パスポートに用いられるヘボン式ローマ字
表記を採用し「IIZUNA」と表記しています。

飯綱町広報紙　発行日／令和４年３月31日　発行／長野県上水内郡飯綱町役場　
TEL／026-253-2511　FAX／026-253-5055　E-mail／info＠town.iizuna.nagano.jp
URL／https://www.town.iizuna.nagano.jp/　編集／企画課　印刷／カシヨ株式会社

�飯綱町集落支援員（りんごのまちづくり担当）　藤澤�充子

　��東北で誕生した世界的な品種「ふじ」
　 「ふじ」の誕生は青森県南津軽郡藤崎町にあった農林省園
芸試験場東北支場に始まります。1939年(昭和14年)、「国光」
に「デリシャス」を交雑した実生の約2,000粒の種を蒔き、そ
の半数近い個体が育成されました。戦後、東北支場は岩手県
盛岡市に移転し、藤崎町で育成した個体が移され引き続き育
成されました。その中から卓越した味と貯蔵性の優秀さで厳
選された1個体が「ふじ」でした。1958年（昭和33年）「東北7
号」として発表され1962年（昭和37年）に「ふじ」として品種
登録されました。登録名は藤崎町と富士山にちなんだもので、
平仮名で「ふじ」が名称となりました。現在、生み出される新

品種の多数の品種の親品種であり、長年、日本のりんご産業をけん引してきた偉大な品種です。世界各国のりんご産
地でも多く栽培されており、「ふじ」は名実ともに世界的な品種になりました。凍霜害や褐斑病と苦難のあった2021
年。2022年は豊かな実りの年になりますように。

　　　いち早く「ふじ」の栽培に取り組んだ長野県
　昭和40年代、甘くてうまい果物を求めるようになった消費者
の嗜好の動向に対して、長野県では官・民・生産者が一体とな
り始まった「うまいくだものづくり運動」が県内各地で推進され
ました。りんごは、「国光」「紅玉」から新品種「ふじ」等への更新、
切り替えが進められました。主に高接ぎによって一挙更新を図
り、短期で収量を得る方法がとられ、講習会も実施されました。
　当初、食味は申し分ないが、着色しにくい・裂果・粗皮病等、
栽培の難点からか、「ふじ」への更新はあまり進まなかったよう
です。関係者が実験的に地獄谷の猿に「国光」と「ふじ」を食べさ
せたその結果、猿も「ふじ」を好んだことから、生産者に早く「ふ
じ」に切り替えよと呼びかけたエピソードも伝わっています。

　　　　��飯綱町産サンふじを分析した結果！
　2021年、長野県立大学中澤弥子教授、長野県工業技術総合
センター山﨑慎也研究員による、飯綱町と全国５か所の名産地
の同等級サンふじの成分分析により、飯綱町産サンふじの美味
しさが、その数値デ―タから明らかになりました。
　名だたる産地の同等級のサンふじを比較対象として、飯綱産
サンふじはシャキシャキとした食感で、糖度は高く、酸度も高
い。その甘酸のバランス・度合いは、人の味覚が美味しいと感
じる高いポイントを示しました。これはまさに、この土地と気
候がりんご栽培の最適地であることの証明に他なりません。

第９回��日本のふじ､飯綱町のふじ

りんごの魅力、掘り起こし

参照資料：「品種改良の日本史・鵜飼保雄他」 「果樹生産地域の構成・内山幸久」 「りんごを拓いた人々・斎藤康司」 「リンゴの歩んだ道・富士田金輔」

花咲くふじ

ふじの普及に一役買ったの?!

飯綱町のサンふじ


